
「在宅医療の体制構築に係る指針」の主な改正点 

 

○在宅医療圏の設定 

 

 

第２ 医療体制の構築に必要な事項 

３ 在宅医療の提供体制の整備について 

（１）在宅医療の圏域 

 都道府県は、在宅医療提供体制を構築するに当たって、施策の実効性を確保する観点から、課題

の抽出や数値目標の設定、施策の立案の前提となる圏域を設定すること。その際、退院支援、日常

の療養支援、急変時の対応、看取りといった各区分に求められる医療機能を明確にしながら、地域

における医療資源を把握・分析し、圏域を設定すること。 

 

 

○在宅医療において積極的役割を担う医療機関・在宅医療に必要な連携を担う拠点の見直し 

  

 

第２ 医療体制の構築に必要な事項 

３ 在宅医療の提供体制の整備について 

（２）在宅医療において積極的役割を担う医療機関 

 ③ 都道府県に求められる事項 

 ・位置付けた在宅医療において積極的役割を担う医療機関が地域で担っている役割について、在

宅医療の圏域ごとに定期的に把握するとともに、必要に応じて位置付けの見直しを行うこと 

（３）在宅医療に必要な連携を担う拠点 

 ③ 都道府県に求められる事項 

 ・位置付けた在宅医療に必要な連携を担う拠点が地域で担っている役割について、在宅医療の圏

域ごとに定期的に把握するとともに、必要に応じて位置付けの見直しを行うこと 

 ・「在宅医療に必要な連携を担う拠点の整備・運用に関するガイドブック」等を活用した、地域

の医療資源等の把握、連携上の課題の抽出等の実施状況の確認及び課題解決に向けた検討を進

めること 

 

 

○災害の発生に備えた在宅医療提供体制の整備 

 

 

第２ 医療体制の構築に必要な事項 

４ 災害の発生に備えた在宅医療提供体制の整備について 

  災害時も、在宅医療を受ける患者に対する医療・ケアの継続と早期復旧が求められることから、

災害の発生に備えた在宅医療提供体制の充実・強化を平時から行うことが重要である。このため、

発災後においても可能な限り継続して在宅医療を提供できる体制の整備を進めることや、継続し

た在宅医療の提供が困難な場合に必要となる対応を予め検討しておくことが必要である。 
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